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ろ
ん
の
こ
と
、
男
女
関
係

な
く
お
年
寄
り
ま
で
が
、

歌
舞
伎
役
者
と
い
う
限
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

裏
方
も
含
め
て
東
野
歌
舞

伎
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
園
と
小
学
校

で
教
え
、
中
学
生
以
降
も

ち
ょ
っ
と
で
も
歌
舞
伎
に

興
味
を
も
っ
た
人
た
ち
が

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
な

い
で
す
が
、
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
く
募
集
と
い
う
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。 

 東野歌舞伎保存会  

 会長 渡邊義郎 

 

七
十
歳
を
過
ぎ
て
も
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
な
の
で
老
後
に
余
裕
が
な
い
。
自
営
の
農
家
も
少
な
く
な
り
、
農

繁
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
余
暇
の
時
間
が
あ
る
方
が
い
な
い
。
青
年
団
や
婦
人
会
が
解
散
し
て
し
ま
い
、
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
日
本
各
地
で
伝
承
文
化
の
存
続
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
伝
承
文
化
が
で
き
な
く
な
っ
た
次

に
や
っ
て
く
る
の
は
昔
か
ら
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
地
域
社
会
の
崩
壊
で
す
。
そ
こ
で
、
東
野
の
伝
承
文
化
を
引
っ
張
っ
て
み
え

る
東
野
歌
舞
伎
保
存
会
の
渡
辺
会
長
に
伝
承
文
化
を
末
永
く
継
続
す
る
秘
策
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

 

歌
舞
伎
の
良
さ
は
地
域
の
つ
な

が
り
の
良
さ
と
よ
く
似
て
い
て
、

演
じ
る
側
と
見
る
側
が
一
体
に

な
っ
て
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。 

も
っ
と
詳
し
く
言
う
な
ら
ば
、
出

演
者
と
裏
方
と
観
客
が
一
体
に

な
っ
て
歌
舞
伎
が
つ
く
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
客
か
ら
の
掛
け

声
や
「
お
ひ
ね
り
」
も
歌
舞
伎
を

盛
り
上
げ
る
大
事
な
一
つ
で
す
。

裏
方
は
役
者
の
気
持
ち
を
理
解
し

て
支
え
、
役
者
は
裏
方
に
支
え
ら 

て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
し
な
が

ら
演
じ
ま
す
。
観
客
は
演
じ
手

と
一
体
に
な
っ
て
掛
け
声
を
か

け
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
「
お
ひ

ね
り
」
を
投
げ
ま
す
。
支
え
合

い
な
が
ら
創
り
上
げ
る
歌
舞
伎

と
い
う
の
は
地
域
社
会
を
維
持

し
て
い
く
基
本
が
凝
縮
さ
れ
た

世
界
な
の
で
す
。 

 

地
域
活
性
化
の
危
機
を
感
じ

た
こ
と
か
ら
東
野
こ
ど
も
園
の

小
さ
な
園
児
に
も
歌
舞
伎
を
教

え
て
い
ま
す
。
小
学
生
は
も
ち



3 

第186号  2023年（令和5年）10月1日        広報ひがしの 

１
３
時
０
０
分
開
演
・
１
５
時
３
０
分
終
演 

 

 
 
 

 

今
年
の
歌
舞
伎
公
演
を
終
わ
っ
て

「
歌
舞
伎
の
楽
し
み
方
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
」
と
い
う
こ
と
が
保
存
会
の
反

省
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。
掛
け
声
の

仕
方
や
「
お
ひ
ね
り
」
の
投
げ
方
を
始

め
、
講
習
会
を
開
い
た
ら
ど
う
か
と
い

う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。
講
習
会
を
開

く
こ
と
で
三
味
線
の
弾
き
方
や
ツ
ケ
打

ち
の
仕
方
、
着
付
け
や
帯
の
締
め
方
や

化
粧
の
仕
方
、
大
道
具
の
作
り
方
な
ど

に
講
習
会
や
講
座
を
広
げ
て
行
っ
て
、

歌
舞
伎
を
多
角
的
に
楽
し
め
る
よ
う
に

広
げ
て
行
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
も
「
楽
し
み
な

が
ら
つ
く
る
」
こ
と
で
力
を
合
わ
せ
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 

最
後
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
東
野
は

大
き
な
空
き
家
が
何
軒
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
空
き
家
を
貸
し
て
い
た
だ

き
、
い
つ
で
も
歌
舞
伎
の
稽
古
や
講

座
、
つ
ま
り
歌
舞
伎
を
通
し
て
集
う
場

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

恵
那
市
周
辺
の
方
々
か
ら
東
野
に
住
み
た
い
け
れ
ど
土
地
を
購
入
で
き
な
い
。
東
野
在
住
の
方
々
か
ら
は
、

高
齢
者
に
な
り
後
継
ぎ
も
い
な
い
の
で
土
地
を
譲
り
た
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る
の
で
売
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
声
を
聴
き
ま
す
。
東
野
で
は
空
き
家
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新
し
く
移
住
さ
れ
る
方
を
入
れ
る
迎
え
入
れ
る
こ
と
も
、
東
野
が
つ
な
が
り
や
絆
を
継
続
す
る
鍵
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

恵
那
市
で
は
空
き
家
や
土
地
の
情
報
を
ま
と
め
、
恵
那
市
に
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
物
件
情
報
と
し
て
紹

介
す
る
制
度
が
あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
を
契
約
す
る
と
、
改
修
費
の
補
助
も
受
け
ら
れ
る

特
権
も
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
年
間
三
十
件
の
移
住
者
を
向
か
い
入
れ
て
い
ま
す
。
東
野
で
も
成
立
し
た
物
件

が
あ
り
ま
す
。
仲
介
業
者
が
入
り
ま
す
の
で
売
却
や
賃
貸
契
約
な
ど
安
心
し
て
取
引
が
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
は
、
恵
那
市
役
所 

移
住
定
住
推
進
室 

 
 

 
 

 
 

 

恵
那
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

電
話 

0573-26-2111(

内
線339) 

 東野は、ほどよい

田舎だから、店が近

いし、自然もあっ

て、とても住みやす

さがあります。 

  30代男性 

 わたしは、おば

さ ん が 東 野 の 方

だったので、親近

感があって住みや

すいです。

40代女性 

 東野は閉鎖的でよそから来た人を受け

入れない噂を聞いていましたが、東野の

方々は穏やかな方が多くて親切なので安

心して住んでいます。「あのよ

～。」など方言には戸惑いまし

た。(笑)     50代男性 

 東野に来て54年間にな

るけれど、水路が整って

いて畑が作りやすいし、

いい人ばかりです。東野

の欠点や悪いところを聞

かれても思い出せないぐ

らいいいと

ころです。 

80代女性 

 東野に定住された方たちにインタビュー

をしました。 

 自治会の方のお葬式の手伝いが何日間も

あるのはびっくりしました。  30代女性 
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 9月18日(祝)の午前10時30分～

午後1時まで東野コミュニティセン

ターで東野敬老会が開催されまし

た。古屋衆議院議員、水野県議、

小坂市長、千藤市議会議長や各

諸団体の方々を来賓に迎え、手品

や歌舞伎の催し物が行われまし

た。出席者の４７名は楽しい敬老会

を過ごされました。 

 10月7日(土)に保古山の城ケ峰

神社で生産森林組合長、開発振興

会役員をはじめ20名が出席して秋

の祭礼が執り行われました。中津川

の茄子川と1715年から始まった山

争いが3年後の1718年に終わり、山

境がはっきりした記念に建立された

ことを振り返る挨拶を伊藤組合長が

されました。 

 みのじのみのり祭2日目の9月24

日(日)に東野は中山道広重美術

館前で新米と野菜の販売とポン菓

子の配布を行いました。開店前の

午前10時前には多くの方が並び、

正午にはほとんどの品物が完売す

る盛況ぶりでした。ポン菓子を作る

ための機械の音が鳴り響き、宣伝

効果が大いにありました。 

 10月3日(火)に脱穀を行いました。

千歯扱きや足踏みの脱穀機も使っ

て行いました。その後地域講師の

人を招いて収穫祭を行いました。こ

ども園や小学校低学年が植えたさ

つまいもも収穫の後に後日焼き芋

を行って、みんなで食べて収穫を

祝いました。 

 10月22日(日)に東野小学校体

育館で行われました。歌舞伎保存

会や地元の有志、小学校の児童

と職員が出演し、入場された315

名の方々から声援の掛け声や大

きな拍手が飛び交い、たくさんの

おひねりが投げられていました。全

国でも体育館で行う数少ない歌

舞伎公演です。 

 10月28日(土)に関ケ原古戦場に

大人25名、小学校5・6年生9名の

合計３４名で研修旅行に行きまし

た。東野を通っていた東山道をポ

イントに伊勢街道・北国街道の交

わっていた街道沿いと陣営跡を現

地ボランティアに案内していただき

ました。歴史資料館にも入りました。 
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 東野文化祭初日の11月3日(祝)

の午前に東野小学校体育館で行

われました。101名の観客が入り、自

然を大切にすること、自然と共存す

ることの大切さを考えさせられる劇

でした。観客を引き込み、観客と一

緒になって展開される素晴らしい劇

でした。 

 10月31日(火)～11月5日(日)までの6

日間、東野コミュニティ大会議室で作

品展を行いました。平面が210点、立

体が64点の274点の作品を展示しまし

た。来場者は園児・小学生が110名、

中高校生が36名、20・30代が38名、

40・50代が73名、60・70代が105名、80

歳以上が34名で、全体では393名でし

た。 

 東野には中学校がない? そんな声

にお応えして東野の子どもたちが進

学する恵那東中学校との関わりをつ

くるために、11月3日(祝)の午後に恵

那東中学校吹奏楽部28名が東野小

学校体育館で演奏会を開いてくれま

した。観客は166名でした。どの曲の

演奏も素晴らしく、大きな拍手が送ら

れていました。 

 東野だけではなく、大井町や中

津川市などから42点の写真の応募

がありました。東野の自然をテーマ

にした作品が多くあり、東野の自然

の美しさを再発見できる写真ばかり

でした。投票総数は149でした。投

票結果から優秀賞・優良賞・佳作

の受賞者は、１月に表彰式を行いま

す。 

 4年ぶりに「ふれあい音楽祭」が復

活しました。11月4日(土)東野小学

校体育館で行われました。第1ス

テージは352名、第2ステージは166

名、第3ステージは145名の入場客

でした。本格的な音楽に東野の子

どもたちや住民が接することができ

る東野の文化の一つになっていま

す。 

 「市街地から一番近くで楽しむＷ

ＲＣ」というキャッチフレーズで東野

を会場に多くのクラッシックカーが

集い、キッチンカーや地元の売店

がでました。約1000名の方が東野

に来場しました。車好きの方が遠く

から足を運ばれ、東野をアピールで

きる絶好の機会でした。開催される

のは今年で２年目です。 
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東野コミュニティセ

ンタートップページ 



7 

第186号  2023年（令和5年）10月1日        広報ひがしの 

 会議や行事などの詳しい日程を見ることができます。各家庭に配布されたチラシをネット

で見ることもできます。行われた行事の様子も複数の写真と共に知ることができます。 

 ふるさと写真展をはじめ、各応募用紙などをネット

から出すことができます。エクセルやワードもあり、

直接シートに入力することもできます。 

 昭和54年から発行された「広報ひがしの」を見たり読

んだりできます。44年間の東野の様子が良くわかりま

す。今年度の「広報ひがしの」もご覧いただけます。 

 東野小学校開校150周年を

順次まとめているページを見

ることができます。動画もあ

ります。小学校3年生から読

むことができるように編集を

進めています。 
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 豊かな自然、観光名所、伝承文化をテーマにした作品が多く応募

されました。東野に住んでいない方の応募も多く、改めて東野の自

然の素晴らしさや観光名所がたくさんあることが再発見できました。

印刷によってコントラストや色合いが実物の写真と多少違いますが、

いつもの見慣れた景色も季節や時間帯で大きく変わり、景色が私た

ちに語り掛けてくれることも変わります。紙面で優秀賞・優良賞の作

品をご覧ください。次号の「広報ひがしの」では「ふるさと写真展」の

写真を頼りにして、東野の様々な場所を取材します。   

次号で佳作の入賞者の発表を行います。  
 

と
き 

１
２
月
１
７
日(

日) 

 
 

 
 

１
３
時
３
０
分
～ 

と
こ
ろ 

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

 

演
出
家 

宮
本
亞
門
さ
ん
が
、

「
違
う
か
ら
面
白
い
、
違
わ
な
い

か
ら
素
晴
ら
し
い
」
を
講
演
の

テ
ー
マ
に
し
て
。
多
様
性
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
不
平
等
解
消
の
こ
と
を

講
演
さ
れ
ま
す
。
定
員
が
９
０
０

名
で
す
。 

 

日
本
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
第
一
線
で
長
く
活
躍
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
平
奈
緒
さ
ん
が
「人
と
つ
な
が
る
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
す
。
東
野
振
興
事
務
所
に
２
０
枚
チ

ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

二
つ
の
講
演
は
入
場
無
料
で
す
が
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
恵
那
市
役
所(26-2111)

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

二
人
の
有
名
人
の
講
演
を
身

近
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
を
見
逃

さ
ず
に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
に

足
を
運
び
ま
し
ょ
う
。 

と
き 

１
月
８
日(

祝) 

１
４
時
３
０
分
～ 

と
こ
ろ 

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 


